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　浅口市と小田郡矢掛町にまたがる竹林寺山頂にある
天文台で、運営は自然科学研究機構国立天文台により
行われている。日本最大級の 188cm 反射望遠鏡、世
界最大級の 65cm クーデ型太陽望遠鏡等を備えており、
天文学研究者により休みなく観測や研究が進められて
いる。ドーム内部とガラス越しに 188cm 反射望遠鏡の
見学ができる。敷地内にはプラネタリウムや太陽観測
など身近な宇宙を体験できる岡山天文博物館がある。

国立天文台 岡山天体物理観測所
こくりつてんもんだい おかやまてんたいぶつりかんそくしょ
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新年のご挨拶

　平成 30 年の新年を迎えるに当たり、組合関係者の皆
様に謹んで年頭のご挨拶を申し上げますとともに、日
頃のご尽力に対し心から敬意を表し、深く感謝申し上
げます。
　さて、大手企業を中心に景気は回復基調にあり、日本
経済もやや活性化しているとの話もございますが、個
人的にはほとんど実感することなく新年を迎えました。
　欧米の金融緩和も終わりに向かい、日本経済の今後
の動向が気になるところです。
　昨年の中国地区印刷協議会で全印工連主催の「事業
承継セミナー」が開催されましたが、全国的に見ても
事業承継に関する話題が後を絶たない一年でした。我々
の業界に限らず、この課題は継続することは間違いな
いところと思われ、今まで以上に柔軟な対応が求めら
れてくる時代になったとも感じています。
　また、大手企業を中心に採用活動が活発になったこ
ともあり、我々中小企業においては逆に採用難となっ
てきており、「求人難倒産」という言葉も目にするよう
になりました。事業承継における後継者問題に限らず、
今後の人材確保についても喫緊の課題と言えるでしょ
う。
　岡山県印刷工業組合の事業としましては、岡山県中小
企業団体中央会の助成金を活用させて頂き「マーケティ
ング・ブランディングセミナー」や「労務管理セミナー」
そして「第２回 PRIC フォーラム岡山 2017」を開催し、
多くの組合員の参加を頂きました。また、官公需委員
会の活動としまして、岡山県・岡山市との「官公需懇

談会」を開催し、組合としての要望や意見交換を行い
懇談会を継続して行うことなど確認しました。
　本年も各種セミナーの開催、労務問題講習会、官公
需対策などについて取り組みます。また、全印工連の
諸事業や情報についても適宜ご提供するとともに、岡
山県印刷関連産業協議会の賛助会員の方々との協力事
業を実施し、少しでも組合員の皆様のお役に立てれる
ような、岡山の印刷業界のより一層の活性化・活発化
に向けて事業を行って参ります。
　余談になりますが、昨年の秋に開催されました全日
本中小企業団体中央会の全国大会に於きまして、組合
功労賞を頂きました。これもひとえに、組合員皆様の
組合運営への格別のご支援、ご協力の賜物と感謝いた
しております。改めまして厚く御礼申し上げます。
　最後になりましたが、2018 年が皆様にとって良い年
になりますよう祈念すると共に本年も組合員各位の積
極的な組合活動へのご参加、ご協力をお願い申し上げ
まして、新年のご挨拶とさせて頂きます。

岡山県印刷工業組合

理 事 長

大 塚 泰 文
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新年のご挨拶

全日本印刷工業組合連合会

会　　長

臼 田 真 人

　明けましておめでとうございます。
　旧年中は当連合会に格別のご支援、ご協力を賜り、
厚くお礼申し上げます。
　昨年、10 月に開催いたしました「全印工連フォーラ
ム」には、全国から 300 名を越える方々にご参集頂き、
全印工連事業をより一層のご理解を賜り、あわせて組
合員の団結と協調を再確認することができました。こ
れも偏に全国の印刷工業組合の役員、組合員、関連業
界の皆様のご理解とご協力の賜物と深く感謝申し上げ
ます。
　また、全印工連が全日本印刷産業政治連盟（全印政
連）とともに予てより提言を続けてまいりました官公
需における知的財産権の適切な取り扱いについて、「平
成 29 年度中小企業者に関する国等の契約の基本方針」
に「知的財産権の財産的価値について充分留意した契
約内容にするように努めるものとする」と盛り込まれ
たことは、全印工連及び全印政連の多年にわたる活動
の大きな成果であり、課題解決に向け大きな一歩を踏
み出すことができました。
　１社では解決できない課題を前進させることが業界
団体の責務であり、全印工連の存在価値をより高める
ことができたのではないかと自負しております。今後
は、関係各位、組合員各位のご協力により、その実効
性を高める活動に注力してまいります。
　さて、昨年の日本経済は、緩和的な金融政策と政府
の大型経済対策の効果を背景に、11 月には日経平均株
価がバブル崩壊後の戻り高値を超えるなど拡大が続い

ているとの報道がありましたが、中小印刷業界は原材
料及び運賃の値上がり等、依然として景気回復の実感
が伴わない不透明感の残る年となりました。
　このような中、全印工連は広報の強化、事業承継支
援、環境労務対策、組合員及び各種共済制度の加入促進、
新印刷営業講座の実施、ダイバーシティ・マネジメン
トによる多様な人材の活用、CSR 普及活動、資機材問
題への対応、官公需対策など、個企業単独では取り組
むことが難しい課題解決に努めてまいりました。
　印刷業を取り巻く環境が大きく変化する中で、本年
も組合員の皆様に役立つ印刷工業組合、価値ある印刷
工業組合を目指し、各種事業を効果的に融合・連関さ
せながら推進いたします。社会の期待に応えていくこ
とが産業の使命であり、これを「志」として全国の組
合員企業と共に、さらなる一歩を踏み出す年にしたい
と考えています。
　2018 年が皆様にとって明るく希望に満ちたすばらし
い一年となりますよう心から祈念いたしまして、年頭
のご挨拶といたします。
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副理事長  新年のひとこと
　景気低迷に加えてネットやスマホなど情報媒体の多様性や急激な普及によって印刷需要は
低迷しています。
　このペーパーレスの進むデジタル化の社会の中で、根本的に社内の業務を変更し、いかに
急速な社会ニーズの変化に対応していけるかどうかが、これから生き残っていけるかどうか
のカギになると思います。
　現状維持が最大のリスク！

　新たな時代へ
　昭和から平成、そして新たな元号に。
　働き方改革、BCP など企業や組合としてのあり方、CSR が問われる時代となり、今後も組
合員企業と共に将来を見据えたビジョンと次世代を担う世代の活躍が不可欠です。
　組織・共済の担当として、組織の活性化を図り、地域社会に貢献できる組合として、新た
な歩みを進めていかなければならないと考えます。

　印刷業界は、市場の環境がなかなか好転しない中、紙媒体の需要減少に加え、競争激化に
よる受注単価の下落により、厳しい経営環境にあります。
　このような状況の中、市場の環境に調和しながら常に攻めの姿勢を忘れず積極的に業務、
組合活動に取り組んで参ります。
　本年も皆様におかれましては、実り多き良き年でありますよう心からお祈り申し上げます。

　ダイバーシティ（多様性）の重要性
　テクノロジーが急速に進化する中で、個人も組織も変化適応力がなければ生き残れない時
代になってきました。
　多様な価値観や経験を持つ社員が、多様な意見を出し合い会社にとってより良い方向に進
めることが必要だと思います。
　組合活動も組合員皆様にとって、変化に対応した魅力的で充実した内容にチャレンジが必
要です。
　多くの組合員皆様のご意見、ご参加をお願いします。

　昨年は、官公需対策委員会で、岡山県・岡山市との懇談会を開催いたしました。
　特に、岡山市との懇談会では吉本市議会議員の力添えを頂き、２回開催しました。組合の
申し入れに対して、岡山県内の印刷会社への発注を各部門へ通達して頂きました。小さな一
歩ではありますが、これを確かな一歩に繋げられるように今年も活動していく所存であります。
　今後ともご協力の程よろしくお願いいたします。

　これから中小印刷会社はどう生き残っていくのか。
　IT 関連の発達による紙媒体の減少、生産年齢人口の減少、働き方改革など、厳しい課題が
たくさんあります。
　個々の会社では中々取り組みが難しい事がありますが、組合という組織の中で情報交換や
研修などを行いながら、課題に取り組んでいくことが、今こそ求められていると思います。
　組合役員として、課題解決に向けて取り組みます。
　本年も宜しくお願いいたします。

西 尾 源次郎
教育研修委員会

廣 野 景 治
組織共済委員会

味 野 浩 一
環境労務委員会

池 上 鎌三郎
経営革新Ｍ委員会

藤 原 　 守
官公需対策委員会

廣 野 貴 大
経営革新Ｍ委員会
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「生産性の向上による経営の改善」等が中心に話された。
　品質面、技術面、経営面において共通の課題になった
のは、水あり、水なしに関わらず、印刷機のメンテナン
スの重要性であった。
　株式会社ファビオの池上社長は「セミナーは大変に参
考になりました。これを機会に今一度現場を見直し、改
善に取り組んでみたい。」と感想を述べられた。
＜パネラー＞
・タケミ株式会社　 代表取締役　柴崎　武士 氏
・北東工業株式会社 代表取締役　東條　秀樹 氏
・アインズ株式会社 代表取締役　大森　七幸 氏
・株式会社ファビオ 代表取締役　池上鎌三郎 氏

■ 平成 29 年 10 月 12 日（木）  ■ 株式会社ファビオ

　一般社団法人日本ＷＰＡ（日本水なし印刷協会）主催
による「水なし印刷セミナー」が 10 月 12 日に、株式
会社ファビオ（岡山市南区）で開催され、岡山県内外か
ら印刷関係者 50 名が参加した。「水なし印刷の導入・安
定化への提言」をテーマに品質面、技術面、経営面につ
いてパネルディスカッション形式でおこなわれた。
　内容は、水な
し印刷のもたら
す「地域社会に
対する環境的な
メリット」「技術
の標準化による
品質の安 定 化 」

　岡山で「水なし印刷セミナー」開催

■ 平成 29 年 10 月 26 日（木）  ■ 長野県松本市

　平成 29 年 10 月 26 日（木）に長野県松本市で中小企業団体全国大会が開催された。中小企業団体全国大会は、中小
企業者で組織する全国約２万７千組合等の意見を取りまとめ、国などに対して中小企業の振興施策の強化を訴えるため
に毎年開催されている。
　大会では決議の他、
組合功労者などの表彰
が行われ、岡山県から
は、岡山県印刷工業組
合の大塚泰文理事長が
表彰された。

　第 69 回中小企業団体全国大会が開催される
　 大塚泰文理事長が組合功労者表彰を受賞　

表彰状 岡山県の参加者
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労務問題 A
社会保険労務士　穐田　恒雄

& ??Q

Q 年金事務所の調査について教えてください。

　主な調査項目は次のようになります。
　（１）パートの加入漏れはないか
　 　　次に該当する場合は加入させなければなりません。
　 　　１週間の所定労働時間及び１カ月の労働日数が正社員の４分の３以上
　 　　（平成 28 年 10 月１日から加入要件が明確化されました）
　（２）入社時から加入しているかどうか
　 　　 試用期間から加入しなければなりません。加入時期が遅れている場合は、遡って取得年月日の訂正を求められ

ることとなります。
　（３）賞与の届出は適正にされているか
　（４）月額変更（随時改訂）の処理が適正かどうか
　 　　 昇給等で、固定的賃金が変動し、２等級以上差が出る場合、「月額変更届」を提出する必要があります。固定

賃金には、通勤手当も含まれます。
　（５）資格取得時の標準報酬は正しいかどうか
　 　　 資格取得時の標準報酬には、通勤手当や残業手当を含めた金額で申告しなければなりませんので、ご注意くだ

さい。
　次に、調査の際に用意すべき書類は、次の６種類です。
　　① 労働者名簿、雇用契約書　　② 源泉所得税領収書　　③ 賃金台帳
　　④ タイムカード（出勤簿）　　 ⑤ 社会保険関係の書類（事業所控え分）
　　⑥ 就業規則等の社内規定
　このうち、主に、②、③、④を確認されます。
　特に②の源泉所得税領収書については、所得税額ではなく、源泉所得税領収書に記載された人数から、会社の従業
員数の確認をします。賃金台帳の人数と源泉所得税領収書に記載された人数が一致しているかどうかの確認です。
　手続きに漏れがあった場合、過去（最長２年間）に遡って、是正するよう命じられます。

A 最近、年金事務所の調査が増えています。年金事務所の調査は、社会保険への加入や、
届け出している報酬額が適正かどうかなどの確認のために行われます。
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　11 月 22 日（水）に開催された「第３回理事会」で、
政府が進めている「働き方改革」の出前講座を受講し
ました。この出前講座は、岡山県が主催する講座で働
き方改革企業サポート事業の一環として開催され、講
師は岡山県社会保険労務士会から派遣された、中西由
美香氏が説明をされました。内容は、将来的に労働人

口が減少してくる環境に対して、時間外労働の改善、
労働生産性の向上、高齢者の就労促進などについて説
明がありました。
　当日の理事会は、20 名の理事役員が出席、熱心に講
義を受講しました。

「働き方改革」出前講座を受講　第３回理事会

 協 議 会 ニ ュ ー ス
　第 24 回「親睦ゴルフ大会」開催

　11 月 25 日（土）に東児が丘マリンヒルズゴルフクラブで、第 24 回
の親睦ゴルフ大会が開催されました。当日の参加者は会員・賛助会員
26 名が参加。快晴に恵まれたゴルフ日和で楽しい一日でした。
＜上位入賞者＞
　優勝 中尾俊昭　　２位 安井充典　　３位 荒内真二
　４位 清水　一　　５位 安井英規

 支 部 ニ ュ ー ス

津山支部 　津山支部で「親睦ボウリング大会」開催

　11 月 10 日（金）、ユーズボウル（津山市河辺）において、毎年恒例の津山支部「親睦ボウリング大会」を開催しました。
18 名の参加のもとに、２ゲームの合計点による熱闘が繰り広げられました。ゲーム終了後、表彰式が行われ、親睦を深め
た楽しいひとときを過ごさせて頂きました。（福井印刷：村上雅人記）

中西由美香講師

大塚会長から中尾氏へ賞品授与

受講者
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大阪市天王寺区堂ヶ芝2丁目13番18号大阪支店/〒543-0033
TEL.06-6771-5568　FAX.06-6772-9661

岡山県洋紙商連合会
㈱石 本 洋 紙
 岡山市北区大内田 769-5 TEL.292-8500

岡 山 紙 商 事㈱
 岡山市北区富田 53-1 TEL.225-5151

㈱高 田 紙 店
 津山市東新町 25 TEL. （0868）23-2154

㈱高 田 洋 紙 店
 岡山市南区米倉 72-3 TEL.244-1234

㈱ペーパーックス岡山
 岡山市北区大内田 715-2 TEL.292-5131

㈱丸 加
 岡山市北区岡南町 2-2-36 TEL.222-0216

㈱光 畑 紙 店
 岡山市北区北長瀬本町 13-3 TEL.255-6788

　新しい年を迎え、今年こそはと期待したいが、政
府が取り組んでいる「働き方改革」は、中小企業に
とって大きな課題である。労働生産性をどう高める
か、仕事の見直しによる取り組みが今こそ求められ
ている。
 （K）

 編 集 後 記


